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令和元年９月５日 総務文教委員会 議事録 

11時15分 開会 

 

○出席委員 （８人）    委 員 長 西村 一啓    副委員長 山崎 年一    委 員 小中 真樹雄、小田上 尚典、網谷 芳孝、児玉 朋也、寺岡 公章、 

        山本 孝三 

議  長 細川 雅子 
○欠席委員 なし 
 

○西村委員長 それでは、定足数に達していますので、ただいまから総務文教委員会を開会

いたします。 

  それでは、日程第１、予算・決算特別委員会委員の選出についてを議題といたします。

事務局から説明をお願いいたします。 

  局長。 

○田中議会事務局長 それでは、予算・決算特別委員会委員の選出について御説明申し上げ
ます。 

  お手元に予算・決算委員の表をお配りしておりますが、ＡグループとＢグループに分か

れております。 

  Ａグループにつきましては、令和元年10月に決算、令和３年３月に予算の審査をしてい

ただくようになります。４名の選出をお願いいたします。 

  Ｂグループにつきましては、令和２年３月に予算、令和２年１０月に決算の審査をして

いただくようになります。同じく４名の選出をお願いします。 

  なお、決算特別委員につきましては、監査委員に選任されました委員は、これまでの例

でいきますと、決算委員を辞退されております。辞退された後に、委員協議会等で委員の

選出をし、補充を行っておるという状況です。 

  また、正副議長、正副委員長の偏りがないようバランスをとっていただけたらと考えて

おります。 

  今後の予定といたしましては、最終日９月27日に決算特別委員会の設置と委員の選任に

ついて予定をしております。 

  以上です。 

○西村委員長 ありがとうございます。ただいま、事務局から御説明がございました質疑は

ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○西村委員長 それでは質疑なしとして、委員の皆さんの御意見をいただき、調整してまい

りたいと思います。 

  一応、各自希望を述べて、いろいろ皆さんの思いがあると思いますが、それぞれの委員
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の選出をお願いしたいというふうに考えております。 

  はいどうぞ、山本委員。 

○山本委員 私は、来年３月に予算委員会を希望しています。 

○西村委員長 Ｂグループのほうですね。 

  網谷委員。 

○網谷委員 起立はよろしいですかね。Ｂグループでお願いします。 

○西村委員長 続いて、個々に言われてください。４名ほど出しますので。 

  寺岡委員。 

○寺岡委員 私は、Ａグループのほう希望します。 

○西村委員長 児玉委員。 

○児玉委員 私も、Ａグループ。 
○西村委員長 小田上委員。 

○小田上委員 私は、Ｂグループお願いします。 

○西村委員長 私は、Ａグループのほう希望いたします。 

○山崎副委員長 私はあいたところに入れてください。 

○西村委員長 副委員長は、Ｂグループのほうでよろしいですね。 

  小中委員。 

○小中委員 あと残ってるのＡグループですよね。Ａグループでいいです。 

○西村委員長 それでは確認をいたします。 

  本委員会からＡグループに、寺岡委員、児玉委員、小中委員、西村委員。 

  Ｂグループには、小田上委員、山崎委員、山本委員、網谷委員を選出いたします。 

  よろしくお願いいたします。 

  寺岡委員。 

○寺岡委員 すみません。よそさまのことで僭越でございますが、山崎委員と山本委員は同

会派でいらっしゃいますが、同じところで差し支えなかったでしょうかね。 

  よろしければ、いいと思うんですが。 

○西村委員長 暫時休憩します。 

11時20分 休憩 

11時22分 再開 

○西村委員長 会議を再開いたします。先ほどの件は、了解をいただいたということです。 

  続きまして、日程第２、その他の委員の選出についてを議題といたします。 

  事務局から御説明をお願いいたします。 

  局長。 

○田中議会事務局長 その他の委員の選出について、御説明申し上げます。 

  慣例では、大竹市表彰審査委員会委員、大竹市奨学金貸付審議会委員、大竹市中小企業

融資審査委員会委員、三倉岳県立自然公園協議会理事につきましては、総務文教委員長が

就任されておられます。 

  また、大竹市青少年問題協議会委員を、この委員会から１名選出することとなっており
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ますので、よろしくお願いいたします。 

  それから、広報広聴特別委員会委員、こちらにつきましても、この委員会からの１名の

選出をお願いいたします。 

  以上です。 

○西村委員長 それではただいまから、今言われた２件、大竹市青少年問題協議会委員と、

広報広聴特別委員会委員を、総務文教委員会から選出することについて協議したいと思い

ますが、どのようにいたしましょうか。 

  ないようですか。 

  山崎委員。 

○山崎副委員長 私に、大竹市青少年問題協議会委員をやらせてもらえんでしょうか。 

○西村委員長 皆さん、山崎委員から申し出がありました。いかがでしょうか。御意見があ

りますか。 

  はい、どうぞ。 

○小田上委員 大竹市青少年問題協議会委員をできることならやりたいなと思います。 

○西村委員長 それでは、山崎委員と小田上委員の二人から大竹市青少年問題協議会委員を

やりたいという申し出がございましたが、皆さんの意見を改めてお伺いします。 

  小田上委員。 
○小田上委員 二人の話し合いで決めても、問題ないと思います。 

○西村委員長 そのような取り扱いでよろしいですか。 

  山崎委員。 

○山崎副委員長 それでは若い議員さんの、小田上委員さんに私、譲ります。 

○西村委員長 ありがとうございました。それでは、今お二人で協議をいただきまして、小
田上委員のほうに譲るということで、それでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○西村委員長 異議なしということで、大竹市青少年問題協議会委員には、小田上委員を選

出いたします。 

  続きまして、広報広聴特別委員会委員の選出についてでございますが。 

  小中委員。 

○小中委員 私も一応、立候補というか、希望と。 

○西村委員長 ただいま、広報広聴特別委員会には、小中委員が希望して挙手されましたが、

皆さんいかがでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○西村委員長 異議なしということで、それでは総務文教委員会からは、広報広聴特別委員

会委員に小中委員を選出いたします。 

  改めまして、大竹市青少年問題協議会委員に、小田上委員。 

  続きまして、広報広聴特別委員会委員には、小中委員を選出することにいたします。 

  はい、どうぞ。 

  山崎委員。 
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○山崎副委員長 この会議の冒頭に、この会が開かれることが知らんかったということで、

議長からお叱りをいただいたんでありますが、私、副委員長でありますんで、副委員長が

会議の開催を知らんかったということで、お叱りをいただいたということは、事務局の大

変なミステークだと思うんですが、どうでしょうか、そこんとこお願いします。 
○西村委員長 局長。 

○田中議会事務局長 済みません、周知が不徹底でございました。以後気をつけます。失礼

いたしました。 

○西村委員長 よろしいですか。 

  議長。 

○細川議長 今回、急遽放送をしないことになりましたので、今までは放送が入ってたので、
皆さん放送を聞いて確認できたと思いますが、今回、執行部を呼ばないということに急遽

いたしまして、放送を入れなかったことで、徹底できなかったとは思います。 

  ただ、各派代表者会議のほうでは、15分から始めるということは、連絡はしていたとは

思いますが、そこら辺が徹底できていなかったということでは私の徹底ミスだと思います

ので、今後、各派代表者の方々は、漏れのないように。 

  今回、人事のこととかで動きが流動的になりますので、総務文教委員の皆様、生活環境

委員の皆様も、そこら辺は各自、自覚を持って気をつけて、会議の動きを見ていただけれ

ばと思いますので、それぞれよろしくお願いいたします。 

○西村委員長 ありがとうございました。それでは、以上で本日の議事日程は全て終了いた
しましたので、総務文教委員会を閉会いたします。 

  ありがとうございました。 

 

11時28分 閉会 

 

 

 


